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7 河川空間の利用状況 

7-1 河川利用の概要 

｢平成 12 年度紀の川河川空間利用実態調査｣によれば、紀の川水系の年間河

川利用者数は 196 万人である。沿川市町村人口からみた年間平均利用回数は

2.4 回となっている。利用形態別では、スポーツが 47％と最も多く、次いで

散策等が 36％と続き両者で約 83％を占める。水遊び 4％、釣りは 13％である。 

利用場所別では、高水敷が 78％と最も多く、次いで水際が 12％あり両者で

90％を占め、堤防と水面を合わせて 10％という結果であった。 

以上のように、紀の川は年間を通じてスポーツを楽しみ、散策者が憩う空

間となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 7-1 年間河川空間利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

   桜を眺めながらの散策         水辺で戯れる子供達 
出典：和歌山河川国道事務所 

出典：H12 河川水辺の国勢調査 
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7-2 高水敷の利用状況 

紀の川の高水敷総面積は 346ha である。高水敷は 3k～14ｋ（左右岸）付近

に多く分布しており、高水敷面積に対する河川利用施設（公園、グランド等）

の占用面積の割合は、32％となっている。 

その占用内訳は、公園として約 35％、グランドとして 53％、その他で 12％

となっている。 

 

図 7-2 高水敷の占用状況 

 

 

 
 

図 7-3 高水敷の占用施設内訳 

出典：和歌山河川国道事務所
高水敷の利用状況調書

出典：和歌山河川国道事務所
高水敷の利用状況調書
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紀の川における高水敷の利用状況について以下に示す。 
 

表 7-1 高水敷の利用状況 
 

1 3.0k-77 3.4k+179 61,833.88

2 3.5k 3.8k 19,488.09
3 4.0k+100 5.0k 44,923.01

4 5.2k-21 5.2k+79 3,381.85

5 5.4k-53 6.0k+119 51,579.70
6 8.8k 9.0k-68~9.2k-11 39,344.10

7 9.0k+100 9.4k+60 47,687.70
8 13.0k-90 13.0k+92 8,166.60

9 13.4k-66.5 13.4k+133.5 13,938.91

10 19.6k-140 19.6k+140 19,420.75
11 20.6k-20 21. 2k 41,658.58

12 22.0k-40~22.4k-12 21.8k-124~21.8k-85 30,371.26

13 27.4k-90 28.0k-19 46,412.00
14 27.6k+8 27.8k+192.4 7,591.66

15 31.0k-50 31.2k+10 18,395.00
16 31.6k 5,617.64

17 39.4k+34 39.6+50 7,541.40

18 39.6k-40 40.0k-100 11,395.94
19 40.0k+160 127.70

20 43.8k-56 43.8k+94 7,826.91

21 44.0k 44.0k+150 9,792.30
22 45.4k+112 46.0k 17,266.34

23 46.2k-67 46. 4 k+ 36.9 18,353.23
24 49.8k-70 50.0k +15 12,146.88

25 50.2k+94 50.8k+140 29,316.17

1 0.2k+57 0.4k 7,506.50

1 0.8k+190 1.8k+20 7,057.50

2 2.8k+35 2.8k+135.6 3,799.40
3 4.4k-40 5.0k+80 99,372.27

4 15.6k+186 16.4k+87 38,973.77
5 23.4k+90 370.16

6 26.2k 27.6k+22 33,596.11

7 27.4k-16.5 27.6k+48 4,513.44
8 31.0k-58 31.2k+38 1,980.50

9 33.0k 1,168.17

10 34.0k-51.7 34.2k+67.5 8,987.72

11 35.2+32 35.4k+95 7,800.51

12 4,306.35

13 39.2k-33.5 39.4k+10 5,158.04

14 4 7.0k-64 18,866.21

15 47.0+68 47.8k+21 5,339.00

16 47.0k+80 48.4k 77,005.30
17 51.0k+10~51.2k 48.8k-55~49.0k+100 6,684.65

18 60.0k+11.2 1,360.91

1 3.6k-90 5.2k+160 40,301.50
2 3.8k-90.05 5.2k+140 19,139.11

1 6.4k+80 7.4k+180 76,723.58



                          
                              

76

7-3 水面の利用状況 
河川の形態をみると橋本橋より上流においては、山地渓流の景観を示し、

橋本橋から紀の川大堰にかけては瀬と淵が存在し、中州がみられるなど一般

的な中流域の様相を呈し、紀の川大堰より下流は感潮区間となっている。 

紀の川の水面利用はこのような河川形態を利用した釣り、水遊び等が主と

なっている。また、紀伊丹生川では、玉川峡
たまがわきょう

として県の名勝に指定（昭和 34

年 4 月 1 日指定）され、和歌山県をはじめ、奈良県、大阪府等周辺地域から

豊かな緑につつまれた渓谷の自然美と清流を求め、釣り客やキャンプ客等多

数の観光客を集め貴重な観光資源となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラマウントチャレンジカヌー        水遊び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名勝玉川峡（千石橋付近）  

 

丹生の滝 
出典：和歌山河川国道事務所 
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さらに紀の川と関わりの深い祭事も沿川で見られる。 

 

表 7-2 紀の川に関係の深い祭事 

名 称 市町村 場 所 備 考 

紀の川流
なが
し雛

びな
 和歌山県那賀郡粉河町 紀の川 28k 右 流し雛 

紀の川かっぱまつり 和歌山県伊都郡高野口町 紀の川河川敷 46k 右 夏祭り 

こいのぼりの丹生
に ゅ う

川渡し 和歌山県伊都郡九度山町 丹生川 44k 左 鯉のぼり 

紀の川まつり 和歌山県橋本市 紀の川河川敷 50k 左 花火大会 

かわっ子まつり 奈良県五條市 紀の川河川敷 60k 左 筏下り 

水辺の楽校
がっこう

 奈良県五條市 紀の川河川敷 60k 右 親水教育 

吉野川まつり 奈良県五條市 紀の川河川敷 60k 右 花火大会 
灯籠流し 

水神
すいじん

祭
さい
 奈良県吉野郡大淀町 下渕

したぶち
八幡
はちまん

神社 74k 右 御渡式 

 

 

 

 

 

 

 

 

紀の川流し雛                

 

 

 

吉野川花火大会 

 

 

 

 

こいのぼりの丹生川渡し 出典：和歌山河川国道事務所資料 
  ：粉河町、高野口町、九度山町、 
   橋本市、五條市、大淀町  


